２　耕地類別面積
羽合町の立地条件
　羽合町の地形を大別すれば、東部地域は丘陵地帯、東南部に東郷湖、西南部は平坦地帯、そして西北部が砂丘地帯と大体４大別される。東部丘陵地帯は中国山脈の末系に属し、標高１００ｍ内外の丘陵が約３４７ｈａ起伏し、東郷湖は面積約４２０ｈａで屈曲した橋津川が日本海に注いでいる。西部平坦地は、面積約６５０ｈａで通称羽合平野と呼ばれており、東郷湖に接する４３０ｈａを主体にして広がり、そのなかに部落が点在している。西部砂丘地帯は面積約２００ｈａの沖積砂丘からなる旱ばつ地帯で、北は日本海に面している。こうした羽合町の総面積１２.４１EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ar(\s\up 7(２),ｋｍ)のうち、耕作面積はおよそ５５％に当る６８７ｈａである。
町内耕地の状況
　現在耕作されている耕作地別面積はつぎのとおりであるが、これを昭和３０年の耕作地と比較してみたときに、水田、畑、果樹園などの耕地面積の変遷がよくうかがわれる。別表「耕地類別面積」では、昭和３０年に比べて現在水田が４４ｈａ減少しているが、これは宅地や道路に転用されたもので、今後もこの傾向は続くものと思われる。別表「農地転用状況」に普通畑は５３.８ｈａの増となっているが、これは主として養蚕業の衰退によって桑園が不要となり普通畑に転換したもので、その利用は、昭和３０年ごろから葉たばこ栽培が盛んとなり、年を追うごとに耕作者が増えて、養蚕からたばこ栽培へと切り変わっている。また果樹園面積の増は、果樹栽培の波に乗って砂丘ぶどうの栽培が盛んとなり、ぶどう園として転換されたものである。
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